
1996年出上の木簡

富
山
。
田
尻
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
県
東
幅
波
郡
福
野
町
田
尻

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
四
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
①
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
安
念
幹
倫

・
佐
藤
聖
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―

一
人
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

田
尻
遺
跡
は
富
山
県
西
部
に
広
が
る
砺
波
平
野
南
部
に
所
在
す
る
。
小
矢
部

川
の
支
流
で
あ
る
大
井
川
と
山
田
川
に
挟
ま
れ
た
河
岸
段
丘
上
に
立
地
し
、
標

高
は
六
二
ｍ
前
後
を
測
る
。
調

査
は
東
海
北
陸
自
動
車
道
建
設

に
先
立
ち
、　
一
九
九
〇
年
に
第

一
次
調
査
、　
一
九
九

一
年
に
第

二
次
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
遺
跡
の
南
西
部
分
、
中
央

部
分
に
あ
た
る
。
木
簡
が
出
土

し
た
第

一
次
調
査
で
は
、　
三
ハ

ー

一
人
世
紀
を
主
体
と
す
る
掘

立
柱
建
物
四
棟
、
井
戸
、
土
坑
、
溝
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
地
区
の
西
側

は
権
現
堂
川

（山
田
川
の
支
流
）
の
氾
濫
原
、
東
側
は
こ
れ
に
流
れ
込
む
溝
に

よ
っ
て
舌
状
台
地
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
形
成
さ
れ
た
集
落
の

一
部
を
検
出

し
た
。

Ｓ
Ｄ
六
二
は
、
権
現
堂
川
の
氾
濫
原
に
流
れ
込
む
溝
で
、
最
大
幅
四

・
五
ｍ
、

最
深
六
Ｏ

ｍ
を
測
る
。
断
面
は
Ｕ
字
状
で
、
灰
色
系
の
粘
質
土
が
レ
ン
ズ
状
に

堆
積
し
て
い
る
。
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
六
二
が
北
に
向
か

っ
て
や
や
カ
ー
ブ
し
た
辺
り

か
ら
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
の
他
に
は
縄
文
土
器
、
中
世
土
師
器
、
珠
洲
、
越

前
、
瀬
戸
美
濃
、
中
国
製
白
磁

。
青
磁
、
越
中
瀬
戸
、
唐
津
、
伊
万
里
、
下
駄
、

漆
器
椀
、
石
臼
、
五
輪
塔
、
銭
貨
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
遺
構
の
時
期
は

一

五
世
紀
後
半
―

一
七
世
紀
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「□
□
□
□
…
…
□
□
□
□
□
□
さ
も

Ｌ
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『甲
誤
ｙ
］粟
］
冨
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二
片
の
木
簡
は
直
接
接
合
し
な
い
が
同

一
個
体
と
思
わ
れ
る
。
表
の

一
文
字

目
は

「年
」
あ
る
い
は

「
平
」
、
四
文
字
目
は

「為
」
あ
る
い
は

「条
」
で
あ

ろ
う
。
も
う

一
片
に
は
人
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
最
後
の
二
文
字
は
ひ
ら
が

な
の

「
さ
」
「も
」
と
読
め
る
。
裏
に
も
何
か
書
か
れ
て
い
る
が
判
読
で
き
な

い
「
二
片
と
も
板
状
の
杉
材
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
り
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

『梅
原
加
賀
坊
遺
跡

・

久
戸
遺
跡

。
梅
原
安
九
遺
跡

。
田
尻
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
（富
山
県
文
化
振
興

財
回
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
八
　
一
九
九
六
年
）

（三
島
道
子
）

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
南
蒲
原
郡
田
上
町
大
字
川
船
河
字
大
坪

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
四
年

（平
６
）

一
〇
月
１

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
田
上
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
畑
　
弘

・
風
間
　
力

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
包
含
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
平
安
時
代
、
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
明
治
末
年
の
耕
地
整
理
時
に
、
標
高
の
高
い
部
分
が
削
平
さ
れ

て
低
い
土
地
に
埋
め
ら
れ
、
ま
た
、
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
て
い
た
落
ケ
谷
川
を
迂

回
さ
せ
て
独
自
に
区
画
さ
れ
て

お
り
、
周
囲
の
水
田
の
並
び
に

比
べ
る
と
特
異
な
形
を
呈
し
て

い
る
。

調
査
は
、
県
営
圃
場
整
備
事

業
に
伴
う
緊
急
調
査
で
水
路
部

分
並
び
に
工
事
に
よ
り
削
平
さ

れ
る
部
分
約

一
四
〇
〇
ポ
に
つ

い
て
実
施
し
た
。
確
認
さ
れ
た

新
潟

大憲
坪膠
遺
跡

(新 津)




